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学校では効果的なマスク着用の徹底を！

ご家庭では新しい生活様式の再確認を！
うっすらと雪化粧した磐梯山を見るたびに、冬の訪れを間近に感じる季節になってき

ました。前月は、修学旅行や遠足を実施しましたが、実施後２週間以内に新型

コロナウイルスの発症者もなかったことに、ほっと胸をなで下ろしております。改

めて行事を無事終えることができたといえます。

特に、修学旅行実施においては、修学旅行実施２週間前後の１ケ月の期間、児童だ

けでなく、６年生のご家族の方々においても検温や町外へ出た外出先等の行動の

記録についてご協力いただき、６年生の保護者の方々に感謝申し上げます。

また、磐梯一小では、１０月から昇降口でのマスクチェックにおいて、「マスク忘れ

０の日」がのべ１０日間達成（１日忘れは９日間）しています。これは、磐梯一小の保

護者の方々の感染防止の意識の高さの現れで、とてもすばらしいチーム力を感じます。

昨今のニュースでも日々の新規感染者数が急増し、更なる感染急拡大が危惧され

てます。特に、家庭内での感染者が増えているとも報道されています。

そこで、学校における感染防止対策として重視したいのは、感染防止の質です。特

に、マスク着用のしかたです。児童の中には、登校後、うっかりマスクを着けないで

話をしたり、マスクをしていても鼻や口が出ている「あごマスク」で過ごしていたりす

る姿が見られます。そこで、無症状の感染も想定し、「口や鼻からウイルス

をブロックして感染しない、大切な人たちにも感染させない」こと

を子どもたちに再認識させて徹底したいと思います。

各家庭においても感染防止に取り組んでいることと思いますが、ご家庭においても

お子様に新しい生活様式の大切さを再確認していただけると幸いです。

感染防止対策の結果は、２週間後です。

ぜひ、２学期、そして、年末年始を家族全員で無事

迎えられるように、学校、家庭、地域が足並みを

そろえて感染防止に取り組みましょう。


